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市社協活動レポート

あいちゃんフェスタ2025開催レポート

赤い羽根共同募金

11/15（土）開催した「あいちゃんフェスタ2025」の様子



次世代を担う中高生たちが「私のできること」を自らが考
え実践することで、ボランティアへの理解や関心を高めるこ
とを目的に、向原町の地域食堂でぷちボランティアスクール
を開催しました。今回のこの活動には市内の中学生3人が参
加し、子どもたちとの触れ合いや地域食堂の運営サポートを
行ないました。活動後の振り返りでは、「これからも地域食堂
で楽しくボランティアをやりたい」などの声が聞かれました。 はさみやカッターを使う難しい場面で

子どもたちの工作をサポート。

9月14日（日） ぷちボランティアスクールin地域食堂
□みつや地域食堂@向原（坂ふれあいプラザ）所

ボランティア活動の輪を広げていくことを目的にスタート
したボランティア交流活動は今回で19回目となりました。
今年度はいつもご協力をいただいている「NPO法人ひろし

ま人と樹の会」の他、元就の里文化・スポーツ事業実行委員会
が参加し、幅広い活動を行なうことができました。
広島市、東広島市、竹原市など近隣の市町に加え、県外か

らの参加もあり、計100名の方が活動を通じて交流しました。

11月2日（日）
第19回ボランティア交流活動

□郡山城跡所

大雨や地震などの災害に対し、日頃からの備えとして、安
芸高田市内の振興会や医療・福祉関係機関、地域住民団体、
行政など41名の方が参加し、災害ボランティアセンターの役
割や必要性を学びました。また、それを踏まえ、災害ボラン
ティアセンターの運営シミュレーションを行ない、気づきを
得るとともに改善の提案や確認など、シミュレーションの大
切さを実感しました。

11月26日（水）
災害シミュレーション研修□安芸高田市保健センター

　ひろしま農業協同組合元ギフトセンター
所

年頭のごあいさつ
社会福祉法人　安芸高田市社会福祉協議会

会長　水重克幸

あけましておめでとうございます。
皆さまにおかれましては、健やかで輝か

しい新年をお迎えのこととお慶び申し上げ
ます。
平素より、社会福祉協議会の事業運営・活
動に対しまして、格別のご理解とご協力を賜
り厚くお礼申し上げます。
本年も、私たちは「地域共生社会の実現」に
向けて、誰もが住み慣れた地域で安心して暮
らし続けられる地域社会づくりを目指してま
いります。高齢者、障がいのある方、子育て世
代、生活に困難を抱える方など、地域に暮ら
す誰もが、役割を持ち、互いに支え合い、共に
生きる地域社会の実現は、私たちの大きな使
命であります。
そのためには、地域の実情に即した包括的

な支援が不可欠です。介護保険事業において
は、利用者のニーズに寄り添ったサービスの
提供と、地域包括支援センターとの連携強化
を図りながら、より質の高い介護サービスの
確保に努めてまいります。
また、令和7年度に策定しました第3次地域
福祉活動計画に基づき、「誰もが安心して暮
らせるまちづくり」を実現するため、役職員一
同誠心誠意、地域の皆さまと共に歩み、共に
考え、共に支え合い、福祉活動に取り組んで
まいります。皆さまにおかれましては、一層の
ご支援とご協力を賜りますようお願い申し上
げます。
結びに、皆さまにとりまして希望に満ちた
素晴らしい一年になりますことを祈念申し上
げ、年頭のごあいさつとさせていただきます。

安芸高田市社会福祉協議会 役員
 〈役職〉 〈氏名〉 〈選任区分・地区〉  〈役職〉 〈氏名〉 〈選任区分・地区〉

会　長 水重　克幸 吉田地区
副会長 胡濱　茂夫 学識経験者
理　事 牧村　昇司 吉田地区
理　事 向井　博昭 八千代地区
理　事 伊藤　実勇 美土里地区
理　事 用田　　正 高宮地区
理　事 金行　正子 甲田地区

理　事 小路　幸子 向原地区
理　事 佐々木昌莊 地域福祉関係者
理　事 俵　　昌子 地域福祉関係者
監　事 清水　　盤 学識経験者
監　事 和木坂　満 学識経験者
監　事 山平　　修 学識経験者

社協だより2
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街頭募金・イベント募金に
ご協力ありがとうございました
安芸高田市共同募金委員会では、共

同募金を活用した地域福祉事業の推進
を重点目標に掲げ、10月1日（水）から共
同募金活動に取り組んでいます。引き続
き、市民の皆さまからのあたたかいご支
援とご協力をよろしくお願いいたします。

[問い合わせ] 地域福祉課　☎47-1131

10月2日（木）
市老連グラウンドゴルフ大会

募金額 20,311円

10月19日（日）
美土里米舞まつり

募金額 44,681円

10月26日（日）
たかみや大地の祭り

募金額 79,601円

10月12日（日）
こうだわいわい祭

募金額 75,135円

11月9日（日）
八千代およりん祭

募金額 56,513円

11月15日（土）
あいちゃんフェスタ2025

募金額 33,619円

合計額364,198円

赤い羽根
共同募金

10月1日（水） 10月1日（水）
ゆめタウン吉田

募金額 40,590円

Aマート向原店

募金額 13,748円

イベント募金

街頭募金

良くするしく
み。

じぶんの町
を

あいちゃん
フェスタ

地域の方々とともに福祉を考え、体験し、交流する場と

して開催。社協の取り組みを肌で感じてもらうために開催

したフェスタには、多くの方にご来場いただきました。

フィールドワーク「ふくし探験」
クイズや体験を通して楽し
みながら福祉を学べるコー
ナーを設置しました。

ボランティアさんの参加

ボランティア、かけはし展示コーナー

ワークショップ

運営スタッフとしてボ
ランティアさんが参
加。さまざまな人との
交流を通して、ボラン
ティア活動への関心
が高まりました。

11/15（土
）開催

“「社協」を知ってもらう”取り組み

“住民同士の交流の場”

“ボランティアへの

関心・参加を促す”

きっかけづくり

“福祉事業や制度・地域活動などに

触れることができる”取り組み

福祉用具展示・
疑似体験

2025

「地域のお宝」とは、普段意識せずに行なって
いる「人とのつながり」や「支え合い」のこと。
普段埋もれているさまざまなお宝を住民さん
に教えてもらいパネルで展示しました。

地域のお宝パネル展示

社協事業の展示・
体験コーナー

開催レポート

ふくしで

つながる
一日

介護保険・地域包括
支援センターブース

社協だより4
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(敬称略）
8月21日～11月20日

温かいご寄附をいただきありがとうございました。
いただいたご寄附は、地域福祉活動へ大切に活用させていただきます。
社会福祉協議会への寄附金は所得税法による寄附金控除を受けることができます。
ご寄附の情報は、寄附者ご本人の承諾を得たもののみを掲載しています。

国司サロン「バンビ」

サロンを始めて12年目。40～90代まで幅広い年齢層で楽しく過ごしています。季節に応じて、お食
事会やクリスマス会などをしたり、長期休みには子どもたちと一緒にトランプや輪投げをしたり、いつ
もあっという間に時間が過ぎていきます。毎週おしゃべりするだけでも楽しい！みんなの笑いが絶え
ないサロンです。

国司集会所
毎週木曜日　13時～16時
約12人
体操、脳トレクイズ、小物作り、食事会

ふれあいサロン物語ふれあいサロン物語

吉田町国司

活動拠点
活動日
活動人数
主な活動内容

ハッピーサロン

毎回サロンが始まると、自然にみんなが円になってラジオ体操をしています。会場は行事に応じて
みんなで準備。女性ばかりですが、おしゃべりが楽しく、時間があっという間に過ぎて外が暗くなって
いることも！近所に声掛けをして、みんなが参加しやすい居場所作りを心掛けています。

沖原集会所
第1金曜日　13時30分～16時
約10人
ラジオ体操、季節の行事、足つぼマッサージ、
楽しくおしゃべり

甲田町下小原

活動拠点
活動日
活動人数
主な活動内容

笑顔
集まる

ハッピーになれる場所

みんなの笑顔があふれるサロン

代表さんから一言

代表さんから一言

社協だより6
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一般寄附
● 吉田町
なかがわ石材店（社会福祉活動）
山根　憲三（社会福祉活動）
● 匿名　2名

香典返しにかえて
寄附者／行政区／故人

● 吉田町
森田八千江 高野 森田　利雄
福田　敏文 長屋ロ 福田ユキエ
檜山　尚子 三矢タウン 檜山　ゆき
松原美和子 上新屋郷 松原富美雄
益田　量之 川原 益田　絹枝
岡島　　勤 新町下 岡島　　實
廣政真理子 下中馬下 廣政　康洋

小島　貞子 上福原 小島　裕之

石川　光樹 甲元 石川　幸枝

坂本　真治 古市 坂本　久江

菅原　博之 相合1 菅原　幹夫

佐々木実子 日南 佐々木邦治
● 八千代町
高橋　福登 中佐々井 高橋　重登
沖田　裕子 高平寺 甲野　春雄
坂口　順子 出口西 坂口　政己

田岡　修二 末石 田岡　水子
古本　辰彦 北原 古本　花子
叶丸美佐子 宮ノ下 叶丸　一雅

● 美土里町
下原　英治 竹之内 下原イトノ
山口　法子 雁子原 山口　昌志
新本　信之 岩倉 新本　幸子
福井智加子 智教寺 城美　春枝
三上　雅文 下日南 三上　俊明
石田　誠子 日南 石田　光夫

西山　　修 中北
日南上 西山ツギヱ

佐々木　惇 有藤 佐々木　茂

● 高宮町
中本　勝則 竹部迫 宮本　 子
神岡　庄三 下船木 神岡美代子
谷本　浩司 谷口 谷本　敏枝
中﨑　栄治 信木 中﨑サカヱ
久保田博文 上仁王丸 久保田慧壯
吉村　幸則 下船木 吉村　梅江
岡﨑　　豊 二重谷 岡﨑アヤコ
永井　君枝 野部 永井　光宣

● 甲田町
井上喜久美 中央 井上ミサ子
塩谷　　柳 土居迫 塩谷　良荘
兼川　直之 大谷 兼川　幸江

住田　郁生 中市1 住田　照枝
澁谷　泰誠 大道地 澁谷　春翔
深本美惠子 上庄南 深本　正博
寺本　裕隆 上庄東 寺本　久子

住田　尚之 市ケ原
下組 住田　洋子

新田　千恵 中市 福井　隆博
中村　信子 智徳 中村　定己
今井　正義 尾首 今井ヲスエ
住友　和子 若葉 住友　武士
吉川　一博 江田 吉川ヨシ子
青山　　勝 鳥居迫 青山キミヱ

● 向原町
大丸　善弘 保垣2区 大丸　章人
大門　　薫 長田1区 大門　幸
平岡　良策 長田8区 平岡　栄一
児玉　安子　　
松田千鶴子 保垣4区 末國　京子

和泉　秀明 戸島1区 和泉サツキ
井上　昌浩 保垣3区 井上　一心
増野　幸治 戸島8区 増野惠美子
梶川　里美 長田3区 梶川　尚昭
今藤　　誠 戸島6区 今藤　　昇

● 安芸高田市以外
佐々木礼子 広島市

安佐北区 佐々木邦治

● 匿名　2名
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おしらせ

安芸高田市子育て支援センター一時預かり事業
「ふわふわ保育室」を閉所します

【　　　　　　】 社会福祉法人　安芸高田市社会福祉協議会　〒731-0521　広島県安芸高田市吉田町常友1564-2（安芸高田市保健センター内）

● 電話（0826）42-2941　FAX（0826）47-1312　　● ホームページ http://www.akisha.jp/

発行・編集

きっかけづくり講演会～地域活動に参加しよう～

令和8年1月からの一時預かり

テーマ
「ふくしふくししないふくしの噺   ～あ、それならワタシにもできるかも～」

吉田保育所（安芸高田市吉田町吉田1998）
☎42-0662／FAX 42-4876

これまで一時預かり事業を行なっていた「ふわふわ保育室」は令和7年12月末で閉所し
ます。また令和8年1月からは、安芸高田市子育て支援センター一時預かり事業を吉田保
育所が行ないます。長い間、ご利用ありがとうございました。

地域のつながりづくりや、安心して暮らせるまちづくりのヒントを学ぶきっかけとして講
演会を開催します。身近な地域活動への第一歩として、ぜひご参加ください。

登録ヘルパーさん大募集！

地域で暮らす方々の「困った」に寄り添い、日常を支えるお仕事です。あなたの時間や
経験を活かしてみませんか？

1月30日（金）　13：30～15：30

ひろしま農業協同組合 広島北部地域 4階大ホール（吉田町常友1210）

あそびの工房 もくもく屋　事務局長　田川雅規

介護福祉士/介護職員初任者研修修了者/ホームヘルパー2級

［問い合わせ］総務課　☎42-2941

［問い合わせ］地域福祉課　☎47-1131

必要資格

申し込み・お問い合わせ

日時

場所

講師


